
　所属

期　　日

担当試合 対戦カード ＶＳ 主審

相手審判

ミーティング内容 主任

期　　日

担当試合 対戦カード ＶＳ

相手審判

ミーティング内容 主任

佐藤　昭（栃木）

佐藤　弘之氏（群馬）

相手審判が判定出来ないものについて、目の前であっても遅れてでも判定したほうが良いケース
があったのではないか。トラベリングの判定について、取り上げても良いケースがあった。

副審１

８月６日（火） 　　女子 ２回戦

志茂田（東京） 桐生中央（群馬）

全体の感想

３パーソンについて、各ポジションでの見方をもっとはっきりさせなければならないと感じました。
特に、オールコートでのセンターポジションでのプレイの捉え方、見方、判定についてはマニュア
ルの再確認が必要と思いました。また、リードでのプレイの感じ方、判断の遅れをなくし、良いポ
ジションでプレイを捉えられるよう課題を持って今後取り組んでいきたいと思います。今大会に派
遣して戴き、ありがとうございました。

県外派遣報告書

長尾　繁徳（東京）　　加藤　祭（神奈川）

佐藤　弘之氏（群馬）

準決勝　　女子８月７日（水）

センターポジションの時に視野が長くなることが気になる。目の当て方に工夫する。リードでは、
結果的にゴール下にとどまってしまうケースがある。判断をもう少し早くすること。プレイを感じて
ほしいケースとして、センターレフリーが、プレイを受けに上がった時に、全体を捉えてサイドを
チェンジしてほしいケースがあった。

関東協会審判長　安西氏からの挨拶の後、指名審判員の前田　喜庸氏（東京）、長尾　繁徳氏
（東京）よりレクチャーを戴きました。前田氏からは、現在の自分の姿、日頃の姿勢、選択等を含
めて審判する上で、日頃の積み重ねが大切だと言うこと、審判として取り組む姿勢は一回戦から
一緒である。大差で負けたチームにも納得してもらえることを常に考え審判してきました。長尾氏
からは、①四原則について。②どんな審判員になりたいか。③審判をする上で日頃意識している
こと。④どんな試合、大会で吹きたいか。⑤そのためにする努力について。以上の５点について
お話戴きました。最後に、近い目標と将来的な目標を明確にし、それに向かって可能な限り努力
していく。近い目標をクリアしたら次の目標へステップアップする。

実技

所沢山口（埼玉） 府中九中（東京）

場　　　　所

ひたちなか市総合運動公園体育館

ひたちなか市総合運動公園体育館

ひたちなか市総合運動公園体育館

会議　講義　内容

８月５日（月）

８月５日（月）～６日（火）

８月７日（水）

期　　　日 内         容

審判会議

１．２．３回戦

準決勝・決勝戦

審判員名

大  会  名

期　　　間

会　　　場

スケジュール

柴崎久美子 ミニ連

第４３回　関東中学バスケットボール大会（茨城県）

平成２５年８月５日（月）～８月７日（水）

ひたちなか市総合運動公園体育館


